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観測域 厚 岸 浅 虫1) 館 山 2) 三 崎3) 下 田4) 菅 島5) 白 浜6) 佐 渡7) 能 登B) 隠 岐 9) 玉 野9) 向 島 中 島10) 合 津11) 天 草12)
種 名 月ヒ海道) (青森) (千葉) (神奈川) (静岡) (三重) (和歌山) (新潟) (石川) (島根) (岡山) (広島) (愛媛) (熊本) (熊本)
ム ラ サ キ ム ニ
キタムラサキウニ
バ フ ン ウ ニ
ア カ ウ ニ
サ ンシ ョウウニ
フ ソ ′ヾ ウ ニ.




キ ヒ ト デ 5上-7上
イ トマ キヒ トデ
6上-9中 6中一9中 6上-10上 6中一8中 5上-9下 6下-9上 7上-9中 6中-7上 6上-9中 7上-9中 7上-9中 6下-8下 5下-8下
9中一10下 9上-10中 9中一10下
1上-4下 12下-4中 12下-4上 12下-5上 1上-5上 1上-4上 1上-4中 l上-4中 1上-4中 1上-5上 1上-3下 1上-4上 1上-3下 1上-3下
10中-1下 10上-1上 10下-1下 10上-2下 10中一12下 11下-1下 11下一2中 10上-12上 10上-12中
b)




7上-8中 6上-8上 5下19中 6上-9上 7上-9中
6下 -8中 8中一9中
3下-5中 12上一4中 2中-4中
8下-10上 5上一7中 3下-6上 5上-9下
マ ガ キ 8上-10下 6下-8中 6下-9上 5中一10中 6下 9上 6下 8下
5上-10下 5上一7下




ケ ガ キ 6中一9中 6下-9上 5上 11上 6中19上 6上-9中 5下-9下 6中18上 7上-9下
ム ラサ キイガイ 12上 5下 12上-3下 12上-3下
f) g )








1)ほかに,エゾバフンウニ (4上-5上,10上-12上),ツれ レウニ (3下 4下),オカメブンプク
(4下15下), スナヒトデ (6中-7上),マナマコ (6上-6下),スボヤ (12中11上)0




タツナ ミガイ (3上-5中上 アメフラシ (2下-5中)｡
5)ほかに,イムシ (12上-1下),エポヤ (6中一8下)｡
6)ほかに,ガンガゼ (5下-9下),コングカウニ (6上-9下),十かウニ (7上19下).シラヒ
ゲウニ (7中一12中)0
7)ほかに,二 ンボンクモヒトデ (7中一8下), イワガニ (7上-8上),アメリカフジツボ (7上
-8下), イボニシ (7上-8下)0
8)ほかに,マナマコ (2下-5下),アメフラシ (5下-10上)0



























































































































学した時, ヨー ロッパの海岸を見ながらつくづ く
と感じたことである｡ 今まではともかくとして,
これからは日本の地理的特色を十分に活用し,実
験動物として有用な海産動物を日本人が見つけ出
し,自分自身の研究を通じてそれを世界に広めて
行 くような努力をもっとしても良いのではないだ
ろうか｡
私自身の試みとしては次のようなことを考えて
いる｡ 私が現在興味を持っている事柄は,海産甲
殻類における幼生 (larva)卵字化の生理学的機構で
ある｡ 最初は幼生の醇化など,卵殻を溶かす酵素
があるだけの話だと高を括っていたのだが,いざ
研究してみると何と何と底が深いのである｡
この研究は今のところ,生殖期に入っている動
物しか使えない｡が,表1に示されているように
各動物の生殖期は限られている｡ 今まではアカテ
ガニしか使っていないのであるが,これからはウ
ニやヒトデのように,なるべ く長い期間にわたっ
て研究ができるようにしたいと思っている｡
アカテガ二が幼生を放出する時期は,瀬戸内海
では7月下旬から9月下旬までの2ヵ月間である｡
もう少し早いものではカクベンケイ (Sesarma
Dictum)という種がおり,これは6月中旬から7
月いっぱいにかけて幼生放出活動を行なう｡この
種は海岸に面する岩場に生息しており,採集も細
い棒 1本でできる｡また,瀬戸内海には多産する
シャコ (Squilaoratoria)の産卵期が春なので,
今年からこれも使ってみようかと考えている｡ そ
の他,秋から冬にかけて産卵期を迎える甲殻類が
ないか探しているところである｡
それから,実験動物としていろいろな動物を開
発することに一層の努力がなされなければならな
いのは勿論のこととして,その実験動物の背景,
つまり生息場所の自然環境をよく知っておくこと
も私にはとても重要なことのように思まれるので
ある｡ その意味で実験動物は自分の手で採集し,
また飼育する経験を持つことが望ましい のである｡
私はここできれいごとを言うつもりはない.確
かにそれで論文がふえるわけでもないし,単に面
倒臭いだけの話かも知れない｡材料さえ手に入れ
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ばあとは知らんという万が多いのかも知れない｡
しかし,将来のことを考えた時,使いたい時に使
えるだけの数の動物が生存しているような自然環
境の方が明らかに健全であると言えるのではない
だろうか｡このことを真に理解し,その重要性を
社会に伝えうるのは,実験動物としてその動物に
長く接し,またそれに慣れ親しんできた生物学者
をおいて他にいないのである｡
海産動物であれ,陸上動物であれ,今後さらに
後者の意味での実験動物化が進行して行 くのは,
時の流れとして止むを得ないことかも知れない｡
しかしそれは手ばなしで喜ぶべきことではない｡
人工の環境下で継代飼育され,遺伝子地図も完成
したような生物こそが実験用の動物として意義が
あり,その反面,この社会の一般的な特質とあい
まって,それら以外の動物を実験に使うことはま
かりならんというような風潮が生み出されてはい
ないだろうか｡
実験動物化を進めることも生物学のひとつの方
法だし,今はや りのライフ･サイェンスとやらを
支える手段でもあるだけである｡ それを利用する
のは大いに結構だし,それによって作られた動物
を必要とすることもあるかと思う｡ しかしその裏
に,そんな特殊な動物のみが生物学の研究に重要
であって,あとのものはどうなろうと知ったこと
ではないというような考え方が浸透して行 くもの
だとすれば,それは誠に残念なことである｡ 実験
動物化の持つ意味については正しく認識する必要
がある｡
